
 

 

 では、続いて、男女共同参画のこ

れからについて質問いたします。 

 近年、働き方改革や男女共同参画

という言葉が広く使われるようにな

りました。 

 本市においても、女性活躍推進、

男性育休、多様な働き方など、様々

な取組が進められています。もちろ

ん女性が希望すれば、男性と同じよ

うに働き、挑戦し、キャリアを築け

る環境を整えていくことは非常に重

要です。しかし、私は、これからの

男女共同参画は、単に女性が男性と

同じ土俵で働くことだけではないの

ではないかと感じています。 

 先ほどの質問にも関連することで

すが、ＡＩが急速に進化するこれか

らの社会では、単純な処理能力や効

率化はますますＡＩが担うようにな

ります。だからこそ、これからは人

に寄り添う力、関係性を育む力、対

話する力、違和感に気づく力、人を

支える力、そうしたこれまで数字に

なりにくかった能力がより重要にな

っていくのではないでしょうか。そ

の中には、これまで女性たちが、家

庭や地域、子育てや介護の中で培っ

てきた力が多く含まれていると感じ

ています。 

 以前、あるお母さんが、こんなこ

とを話してくれました。女性活躍や

女性も社会に出て輝こうという言葉

を聞くたびに、家事や育児に必死に

なっている私たちのことをかわいそ

うな存在、助けてあげなくてはいけ

ない弱い存在として、どこか見下さ

れているような気がして惨めに感じ

てしまうことさえあると。もちろん

子育てはきれいごとばかりではあり

ません。大変なこともある。孤独を

感じることもある。感情がコントロ

ールできないこともある。しかし、

一方で、子供を育てることに誇りや

やりがいを持っているお母さんたち

がたくさんいます。にもかかわら

ず、社会に出てこそ価値がある、家

庭中心の女性は後れている、そんな

無意識の価値観が、いつの間にか社

会の中に出来上がり、誰かを傷つけ

てはいないでしょうか。その背景に

は、本来異なる役割や価値を一つの

物差しで測ろうとしている社会の在

り方もあるのではないかと感じてい

ます。 

 また、男女共同参画を考えると

き、女性だけではなく、男性側の生

きづらさについても考える必要があ

ると思っています。これまで社会で

は、女性が社会の中で男性的な価値

観の物差しで測られてきた側面があ

ります。 

 しかし、一方で、家庭の中では、

男性が女性の物差しで測られている

場面もあるのではないでしょうか。

何でこんなこともできないの。何で

気づいてくれないの。何で分かって

くれないの。そうした言葉の背景に

は、家事や育児は自然にできて当た

り前という無意識の前提もあるよう

に感じています。しかし、男性は男

性で、これまで家庭参加や育児、介

護といったケアの役割を十分学ぶ機

会がなかった社会でもありました。

だからこそ、女性の社会進出だけで

はなく、男性の家庭進出も同じよう

に支えていく必要があるのではない

かと思っています。 

 私は、これからの男女共同参画に

は、女性が男性の物差しで評価され

る社会でもなく、男性が女性の物差

しで評価される社会でもなく、それ

ぞれの役割や能力、生き方の価値を

認める複数の物差しを持つ社会が必

要だと思っています。もちろん個人



 

差はあります。しかし、物事の捉え

方や課題だと感じること、解決への

アプローチには、一定の傾向として

男女それぞれの得意、不得意も存在

します。だからこそ、無理に同じ形

を目指すのではなく、お互いの得意

を生かし、苦手を補い合い、支え合

うこと。それこそが、本来目指すべ

き男女共同参画の姿ではないでしょ

うか。 

 そこで、お伺いします。 

 本市では、これまで男女共同参画

をどのような理念と認識の下、進め

てこられたのか、また時代の転換期

を迎えた今日、どのような形へと深

めていく方針でしょうか。男女がそ

れぞれの特性や経験を生かし合う社

会づくりについてどのような認識を

持っているのかお伺いします。 

 また、男性の家庭参画や育児参加

について、どのような課題認識を持

ち、両親学級、男性向け子育て支

援、父親同士の交流の場づくり、育

児や介護を担う男性の働き方支援、

家事や声かけ、寄り添いなど家庭で

のスキルの習得など、今後どのよう

な支援を考えているのか、お聞かせ

ください。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。藤田市民環境部長。 

○市民環境部長（藤田清純）（登

壇） 男女共同参画のこれからにつ

いてお答えいたします。 

 まず、これまで男女共同参画をど

のような理念と認識の下、進めてき

たのか、またどのような形へ深めて

いく方針なのかについてでございま

す。 

 市民一人一人が共に生き生きと暮

らせるまち新居浜を築くため、平成

15年に施行した新居浜市男女共同参

画推進条例第３条の個人の尊厳が重

んじられ、性別による差別的な取扱

いを受けることなく、個人として能

力を発揮する機会が均等に確保され

ること等の基本理念に沿って、市民

や事業者と連携し、ジェンダー平等

に向け取組を進めてまいりました。 

 性別による不平等感につきまして

は、以前よりは解消されつつあるも

のの、いまだに潜在的意識を通して

存在しているものと認識しておりま

す。 

 今後につきましては、現在の理念

は継続しつつ、女性支援を中心に取

り組むだけではなく、時代のニーズ

に合わせ、大きな枠組みや視点を変

えて理解の広がりに向けて取り組ん

でまいります。 

 次に、男女がそれぞれの特性や経

験を生かし合う社会づくりについて

どのような認識を持っているのかに

ついてでございます。 

 現在でも、各職場や家庭の中で、

男性、女性それぞれの視点による強

みを生かした協働や連携が行われて

いることから、今後も引き続き性別

による制度や慣行の固定的な役割に

固執することなく、個人個人の特性

や経験を生かして、活躍できる環境

を整えることが重要であると認識し

ております。 

○議長（藤田誠一） 山﨑福祉部こ

ども局長。 

○福祉部こども局長（山﨑千織）

（登壇） 男性の家庭参画や育児参

加についての課題認識についてお答

えいたします。 

 近年、男性の家庭参画や育児参加

への関心は高まっているものの、長

時間労働の常態化や家事や育児は女

性の役割という固定観念、男性の育

児スキルや経験不足、職場や夫婦間

での理解不足などにより、女性側に



 

 

負担が集中していること、また男性

が育児について学んだり交流し合え

る機会が十分とは言えないことなど

が課題であると認識いたしておりま

す。 

 このため、両親学級では、育児の

イメージを具体化するとともに、参

加している父親同士が自然に交流

し、仲間づくりのきっかけとなるよ

う働きかけをしているほか、新生児

訪問や幼児健診の場で、父親に積極

的に声かけし、子供との関わり方を

伝えたり、育児の不安解消に努めて

おります。 

 また、父親同士の交流の場とし

て、子育て交流施設すくすくにおき

ましては、土曜日に父親と子供で参

加できるベビーマッサージや木工体

験などのイベントを開催し、父親が

育児に参加しやすい環境づくりに努

めております。 

 また、働き方支援の取組といたし

まして、働き方改革・ＳＤＧｓ推進

企業のパンフレットを作成し、高校

生や大学生を中心に配布し、ワー

ク・ライフ・バランスの重要性を周

知いたしております。 

 次に、今後の支援についてでござ

います。 

 父親同士が気軽に交流し、情報交

換ができる場づくりをさらに充実さ

せるため、子育て交流施設すくすく

において、今年度土曜日に父親向け

のおはなし会を企画しております。 

 また、男性の家庭参画や育児参加

の促進を図る取組として、新居浜市

と食生活改善推進協議会が協働して

開催する食育推進講習会では、今年

度新たに設置される支部において、

男性も参加しやすいよう、夜間に開

催する予定といたしております。 

 今後におきましても、男女が共に

協力し、家庭や地域社会を支え合う

ことができる環境づくりに引き続き

取り組んでまいります。 

○議長（藤田誠一） 野田明里議

員。 

○４番（野田明里）（登壇） １点

確認です。 

 男性の家庭進出や父親支援につい

て、現在も様々な取組を実施いただ

いておりますが、今後は量的な拡充

だけではなく、内容面についてもさ

らに充実を図っていただけるという

認識でよろしいでしょうか。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。山﨑福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（山﨑千織）

（登壇） 野田議員さんの御質問に

お答えいたします。 

 男性の家庭参画の支援について、

今後は量だけでなく、内容面も考

え、質の向上についても検討いただ

けるのかどうかという御質問だった

かと思います。 

 現在、月齢５か月までのお子さん

と保護者を対象といたしまして、あ

かちゃんがきたという講座において

父親向けに実施しているパパクイズ

っていうのがございますが、参加者

から大変好評をいただいておりま

す。こうした楽しみながら学べるっ

ていう工夫によって、知識の習得が

促進され、育児への関心、主体的な

関わりの向上につながるものと考え

ております。 

 今後におきましても、子育てに関

する専門的な知見の習得や他市の先

進事例を調査研究し、男性自身が家

庭参画や育児を自分事として捉え、

学んだ内容を実際の家庭生活の中で

実践できるよう、質の高い支援の充

実に努めてまいります。 

○議長（藤田誠一） 野田明里議



 

員。 

○４番（野田明里）（登壇） 答弁

ありがとうございます。 

 皆さん、名もなき家事、育児とい

うものを御存じでしょうか。例え

ば、おむつ替えはおむつを替えるだ

けではありません。その前後には、

おむつの残量確認や購入、お尻拭き

の補充、サイズの確認、使用後のお

むつの処理など、多くの準備や管理

が必要です。おむつ替えだけではあ

りません。ごみ捨て、夕飯作り、掃

除、子供の寝かしつけ、おおよそ全

ての家事や育児には、このような名

もない段取りや片づけが付随してい

ます。このような名もなき家事や育

児、また妊娠期からの母親の心身の

変化を見える化し、それぞれその

時々に父親が何をすべきか、何がで

きるのかというのをまとめたイクカ

ジのススメという冊子をお隣の四国

中央市が作成されています。実は、

多くの女性、主婦の方が感じるしん

どさというのは、作業そのものでは

なく、自分が気づかなければ家が回

らない、自分が管理しなければなら

ないという責任が一方に集中してい

る状態、つまり責任の偏りであるよ

うに思います。この冊子は、タスク

の分担だけでなく、気づきや責任の

分担の大切さを分かりやすく伝えて

おり、父親の当事者意識や主体性を

育む大変優れた取組だと感じており

ます。 

 本市においても、男性が育児だけ

でなく、妊娠、出産の当事者として

主体的に行う意識を育めるようなさ

らなる内容の充実を要望いたしま

す。父親だけでなく、全男性にぜひ

一度見ていただきたいと思いますの

で、ちょっと調べていただけるとう

れしく思います。 

 


